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靱
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灘鑛麟難謙回れ1灘鰯製）、翻窺潔1
ハイウェーに移転された。一昨年、信徒会館が完成し、右教・文化活動の一層の充実が　：

期待されている。なおハワイ全島には5ケ寺ある。　（写真提供・日蓮宗新聞社）
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首
相
へ
反
対
声
明
文

　　

@　

@
靖
国
参
拝
問
題
で
提
出

　
毎
年
八
月
に
な
る
と
、
首
相
並
び
に
閣
僚
の

靖
国
神
社
参
拝
問
題
が
国
民
的
な
話
題
に
な
る
。

争
点
は
、
そ
の
参
拝
が
私
的
な
も
の
で
あ
る
か

公
的
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
常

に
か
か
わ
っ
て
く
る
が
、
今
年
は
例
年
と
く
ら

べ
る
と
、
少
し
事
情
が
違
っ
て
い
た
。

　
政
府
は
、
公
式
参
拝
に
つ
い
て
、
去
年
七
月

に
官
房
長
官
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
「
閣
僚

の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
」
（
靖

国
懇
）
を
発
足
さ
せ
、
こ
の
靖
国
懇
に
お
い
て

首
相
・
閣
僚
の
公
式
参
拝
が
憲
法
の
「
政
教
分

離
の
原
則
」
「
信
教
の
自
由
」
「
国
務
大
臣
の
憲

法
擁
護
義
務
」
の
三
点
に
抵
触
し
な
い
方
法
を

探
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
通
常
の
神

社
参
拝
の
儀
式
を
省
き
、
社
会
通
念
を
充
分
に

考
慮
す
れ
ば
違
憲
に
は
当
ら
な
い
と
い
う
一
つ

の
結
論
を
得
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
年
は
、
政
府

が
公
式
参
拝
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
様
々
な
分
野
か
ら
の
反
発

が
あ
っ
た
が
、
全
軍
で
も
こ
れ
ま
で
に
四
回
、

正
式
に
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
つ
い
て
反
対
声

明
を
し
て
き
た
経
緯
を
ふ
ま
え
、
八
月
十
二
日

付
で
別
記
の
ご
と
く
「
反
対
声
明
文
」
を
中
曽

根
首
相
へ
提
出
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
単
に
公

式
参
拝
を
な
し
く
ず
し
に
し
つ
つ
靖
国
問
題
を

既
成
．
事
実
の
う
ち
に
解
決
し
て
し
ま
お
う
と
す

る
政
府
の
意
図
に
と
ど
ま
ら
ず
、
防
衛
費
の
一

％
枠
を
と
り
は
ず
す
問
題
に
も
密
接
に
関
連
し
、

強
い
て
は
憲
法
改
正
に
も
波
及
し
か
ね
な
い
重

大
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
我
々
は
仏
教
徒
と

し
て
、
靖
国
神
社
問
題
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

強
い
関
心
を
示
す
時
機
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
回
盲
仏
改
革
委

　
第
三
回
「
本
会
の
目
的
・
事
業
・
構
成
等
を

改
革
す
る
た
め
の
委
員
会
」
は
、
去
る
七
月
二

十
五
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
長
時
間
に
わ
た
る
審
議
を
行
っ
た
。
ま
ず
、

辞
任
し
た
細
川
祐
導
師
に
代
っ
て
伊
東
盛
導
師

（
曹
洞
宗
）
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
、
ま
た
、

本
会
の
構
成
、
負
担
金
、
導
電
等
に
つ
い
て
各

委
員
か
ら
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

　
第
十
五
回
ル
ン
ビ
ニ
i
総
務
部
会
は
、
去
る

七
月
二
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会

議
室
で
開
催
、
辞
任
の
桑
原
眉
尊
師
に
代
り
、

部
会
長
に
小
田
原
利
亡
師
（
曹
洞
宗
）
が
選
出

さ
れ
た
の
ち
、
堂
等
建
立
な
ど
に
つ
い
て
の
検

討
が
行
わ
れ
た
。

反
対
声
明
文

　
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に

対
す
る
反
対
声
明

　
本
会
は
、
過
去
四
回
に
亘
り
、
靖
国
神
社

法
案
並
び
に
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公

式
参
拝
に
対
し
、
「
信
教
の
自
由
」
、
「
政
教

分
離
の
原
則
」
、
「
国
務
大
臣
の
憲
法
擁
護
義

務
」
に
拠
り
、
反
対
の
意
志
表
明
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
本
年
八
月
九
日
、
内
閣
官
房
長
官
の
私
的

諮
問
機
関
で
あ
る
「
閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝

問
題
に
関
す
る
懇
談
会
」
は
、
官
房
長
官
に

答
申
書
を
提
出
し
、
そ
こ
で
は
首
相
及
び
閣

僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
を
合
憲
と
す
る
見

解
を
大
き
く
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
而
し
て
、
こ
の
見
解
に
基
づ
き
、
首
相
及

び
閣
僚
は
政
教
分
離
の
原
則
に
抵
触
し
な
い

何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
、
来
る
八
月
十
五
日

に
靖
国
神
社
に
公
式
参
拝
を
意
図
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
憲
法
の
精
神
を

解
釈
に
よ
っ
て
歪
曲
す
る
も
の
で
あ
り
、
極

め
て
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　
就
き
ま
し
て
は
、
首
相
及
び
閣
僚
が
ど
の

よ
う
な
形
で
あ
れ
、
靖
国
神
社
に
公
式
参
拝

す
る
こ
と
な
き
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
年
八
月
十
二
日

　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
理
事
長
阿
部
慶

自
由
民
主
党
総
裁

内
閣
総
理
大
臣

中
曽
根
康
弘
殿

昭

管

残
暑
御
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

曹
洞
宗
宗
務
所

長
丹
　
羽
　
廉
　
芳

宗
務
総
長
桑
原
眉
尊

参参

議
田
　
辺
　
哲
　
動

議
岡
　
田
　
巳
　
成

教
学
部
長
楢
山
大
典

財
政
部
長
朝
　
日
　
泰
　
峯

総
務
部
長
小
田
原
利
仁

人
事
部
長
伊
東
盛
熈

伝
道
部
長
村
井
禅
祐

出
版
部
長
服
部
栄
隆

教
化
部
長
多
羅
尾
　
道
　
春

東
京
都
港
区
芝
ニ
ー
五
－
二

〒
鵬
　
〇
三
（
四
五
四
）
五
四
一
一
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テ
ー
マ

来
月
2
4
日
徳
島
市
で

　
第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
来
る

十
月
二
十
四
日
（
木
）
、
徳
島
県
仏
教
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
徳
島
市
郷
土
文
化
会
館
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
　
〈
開
催
要
項
〉

テ
ー
マ
　
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
人
類
の
し

　
あ
わ
せ
と
世
界
の
平
和
を
求
め
て
手
を
つ
な

　
ご
う
1
全
仏
教
徒
は
こ
ぞ
っ
て
慈
悲
の
実

　
践
活
動
を
進
め
よ
う
一
」

　
現
代
の
科
学
技
術
の
粋
を
集
め
て
完
成
し
た

東
洋
一
の
大
鳴
門
橋
、
こ
れ
を
記
念
し
．
て
第
三

十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
徳
島
大
会
は
徳
島

県
仏
教
会
と
の
共
催
に
よ
り
徳
島
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昔
、
唐
よ
り
帰
国
さ
れ
た
弘
法
大
師
は
そ
の

当
時
の
技
術
を
く
し
し
、
人
の
和
を
も
っ
て
不

可
能
と
さ
れ
た
満
濃
池
の
土
木
工
事
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
今
、
科
学
技
術
の
発
展
は
不
可
能

と
さ
れ
て
い
た
大
鳴
門
橋
の
完
成
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
何
ご
と
に
も
科
学
が
先
行
さ

れ
、
人
間
本
来
の
い
の
ち
、
地
球
上
の
生
命
そ

の
も
の
の
軽
視
が
感
じ
ら
れ
る
今
日
「
二
十
一

世
紀
に
向
け
て
人
類
の
し
あ
わ
せ
と
世
界
の
平

、

日
程
な
ど
き
ま
る

和
を
求
め
て
手
を
つ
な
ご
う
」
を
テ
ー
マ
に
相

い
集
い
研
鎭
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
今
回
は
檀
信
徒
部
会
を
復
活
し
て
「
慈

悲
の
実
践
活
動
」
と
し
て
僧
侶
、
檀
信
徒
と
一

体
と
な
っ
た
仏
教
運
動
へ
の
曙
光
を
求
め
、
生

涯
教
育
と
寺
院
活
動
、
人
権
、
平
等
の
運
動
展

開
、
仏
教
徒
の
救
援
活
動
に
つ
い
て
の
部
会
を

も
ち
、
二
十
一
世
紀
へ
向
っ
て
の
問
題
提
起
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
方
の
多
数
の
ご
参
加
を
期
待
し
、

そ
の
大
き
な
成
果
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
〈
大
会
日
程
＞

9
時
0
0
分
受
付
▽
9
時
4
5
分
開
会
式
▽
1
0
時
4
0

分
基
調
講
演
（
本
多
費
純
・
全
日
本
仏
教
会
前

理
事
長
）
▽
1
1
時
3
0
分
総
会
▽
1
2
時
0
0
分
昼
食

▽
1
3
時
0
0
分
部
会
▽
1
5
時
0
0
分
総
会
▽
1
6
時
0
0

分
閉
会
式

　
　
〈
部
会
テ
ー
マ
〉

第
一
部
会

第
二
部
会

第
三
部
会

第
四
部
会

慈
悲
の
実
践
活
動
（
檀
信
徒
会
）

生
涯
教
育
と
寺
院
活
動

人
権
問
題

仏
教
徒
の
救
済
活
動
の
あ
り
方
に

’
つ
い
て

　
　
〈
大
会
役
員
〉

総
裁
・
藤
井
實
慮
、
副
総
裁
・
勝
又
信
教
、
梅

田
信
隆
、
守
山
良
順
、
村
瀬
玄
妙
、
木
辺
宣
慈
、

西
島
義
彦
、

亮
達
、

部
会
長
・
若
林
隆
光
、

敬
、田
中
光
成

　
　
　
　
　
　
林
亮
海
、
小
西
日
静
、

　
　
　
　
　
　
中
村
元
、
大
会
長
・
大

　
　
　
　
　
　
橋
高
訓
、
大
会
副
会
長
・

　
　
　
　
　
　
．
安
立
清
雄

　
　
　
　
　
　
　
幹
事
長
・
河
野
亮
永
、

　
　
　
　
　
　
　
副
幹
事
長
・
近
藤
隆
敬
、

　
　
　
　
　
　
　
若
林
隆
光
、
金
田
義
章
、

　
　
　
　
　
　
意
見
発
題
審
査
委
員
長
・

　
　
　
宣
言
決
議
文
起
草
委
貝
長
・
塩
入

　
議
事
運
営
委
員
長
・
白
川
謙
敬
、
第
一

　
　
　
　
　
　
第
二
部
会
長
・
近
藤
隆

第
三
部
会
長
・
新
井
七
二
、
第
四
部
会
長
・

　
な
お
、
十
月
二
十
一
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
、

徳
島
市
郷
土
文
化
会
館
に
て
「
現
代
高
僧
墨
跡

展
」
が
大
会
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
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電　譜　代表（841）4
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管

残
暑
御
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

日
蓮
宗
宗
務
院

長
金
　
子
　
日
　
威

宗
務
総
長
長
瀬
貫
公

宗
務
副
総
長
加
藤
海
晃

総
　
　
　
合

企
画
部
一

塩
　
田
　
義
董

庶
務
部
長
神
部
錬
紳

財
務
部
長
浅
’
黙
約
裕

教
務
部
長
日
比
宣
正

護
　
　
　
法

伝
道
部
長

現
代
宗
教

研
究
所
長

日
　
蓮
　
宗

新
聞
社
社
長

山
　
本
　
龍
　
雄

長
谷
川
　
正
　
徳

豊
　
田
　
英
　
世

東
京
都
大
田
区
池
上
一
⊥
壬
丁
一
五

〒
…
…
　
〇
三
（
七
五
一
）
七
一
八
一
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O
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口
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q
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q
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q
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溜
蒸
蕎
器
馨
瀦
㎜
康
平
羅
集
製
羅

ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
口
D
ワ
D
ワ
D
口
D
O
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
凸
ワ
D
ワ
D
ワ
D

□
己
q
己
q
己
q
O
q
己
口
己
口
己
q
西
口
己
q
己
q
己
q
己
q
O
口
O
q
O
目
己
q
己
q
己
q
己
q
己
口
置

同
対
審
答
申
二
十
周
年
記
念
も

第一波中央集会

　
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
中
央

実
行
委
員
会
（
会
長
大
谷
光
真
・
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
門
主
）
で
は
、
七
月
十
八
日
、
東
京
・

九
段
会
館
に
お
い
て
中
央
実
行
委
員
会
並
び
に

第
一
波
中
央
集
会
を
開
催
し
た
。

　
中
央
集
会
に
は
、
中
央
実
行
委
加
盟
団
体
な

ど
か
ら
約
千
三
百
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
最
初

に
木
村
英
一
副
会
長
（
全
国
大
学
同
和
教
育
研

究
協
議
会
会
長
）
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で

小
森
龍
邦
事
務
局
長
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本

部
書
記
長
）
か
ら
基
本
方
針
が
述
べ
ら
れ
た
。

中
央
集
会
散
会
後
、
政
府
各
省
に
お
い
て
、
①

八
＋
六
年
度
予
算
編
成
に
む
け
て
、
②
八
＋
五

年
全
国
部
落
実
態
調
査
の
充
実
、
③
「
同
対
審
」

答
申
二
十
年
を
総
括
し
部
落
解
放
基
本
法
の
必

要
性
、
④
各
省
ご
と
の
課
題
、
に
つ
い
て
代
表

者
が
交
渉
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、

ま
ず
昭
和
四
十
年
八
月
十
一
日
に
内
閣
同
和
対

策
審
議
会
の
答
申
が
出
さ
れ
、
部
落
問
題
が
人

類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に

関
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
解
決

す
る
の
は
国
の
責
任
で
あ
り
、
国
民
す
べ
て
の

課
題
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。

　
そ
れ
に
と
も
な
い
、
「
同
対
審
」
答
申
の
完

全
実
施
と
「
特
別
措
置
法
」
の
制
定
を
求
め
る

国
民
運
動
が
展
開
ざ
れ
、
つ
い
に
昭
和
四
十
四

年
七
月
十
日
、
十
力
年
の
時
限
立
法
と
し
て
「
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
二

十
日
に
同
法
の
三
年
間
延
長
、
昭
和
五
十
七
年

三
月
三
十
一
日
の
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置

法
」
（
五
年
間
の
時
限
立
法
）
制
定
と
い
う
経

過
を
た
ど
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
「
地
対
法
」
の
有
効
期
間
も
あ
と
二
年

目
ら
ず
と
な
り
、
そ
こ
で
部
落
解
法
基
本
法
制

定
を
め
ざ
し
国
民
運
動
を
発
展
さ
せ
よ
う
を
テ

ー
マ
に
「
同
対
審
」
答
申
二
十
周
年
記
念
集
会

が
八
月
十
九
日
、
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
小
森
龍
邦
氏
の
「
答
申
の
精
神
と

部
落
解
放
基
本
法
制
定
の
意
義
」
基
調
報
告
、

平
野
一
郎
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
社
長

に
よ
る
「
同
対
審
答
申
と
日
本
の
民
主
主
義
の

課
題
」
と
い
う
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

昭和60年10月12日（±）～10月17日㈱　毎日AM　10：30～四7：30

有楽町・交通会館3階（国電有楽町駅東ロ前）

700円（6日間共通にて使用できます）

間
場
期
会
■
■

用できます）

◆出品◆
阿弥陀如来像（室町時代作）・聖
観世音菩薩像（江戸時代作）・中

尊寺型らでん入須弥檀三基・格
天井絵（四季折々の花）60点名僧

墨蹟多数一国約120品目展示。

■入場料

仏教に触れていただく催しです。

どなたでもご自由にご参加下さい。

講演日程傑昌惣藻智運筆、、。。開演）

12日（土） 南無の会会長松原泰道　師

13日（日）
　・一声明と雅楽の夕べ一
ｴ林寺住職難波光定　師

14日（月） 東洋大学教授恩田　彰先生

15日㈹ 清林寺三重塔設計堀内仁之先生

16日㈱ 仏　　　師明珍昭二先生
17日㈱ 曹洞宗布教師吉田雄鳳　訓

じ
馬
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宗教と税制シンポジウム

第2回　300名が参加して開く

泉
徴
集
に
つ
い
て
し
で
あ
っ
た
が
、

教
法
人
に
対
す
る
税
務
当
局
の
立
ち
入
り
が
、

こ
の
点
を
い
わ
ば
入
口
と
し
て
全
体
に
及
ぶ
と

い
う
現
状
か
ら
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
ま
ず
川
島
事
務
局
長
か
開

催
趣
旨
説
明
、
阿
部
理
事
長
が
挨
拶
を
し
た
。

次
い
で
、
来
賓
の
加
藤
六
月
・
自
民
党
税
制
調

査
会
会
長
、
田
名
部
匡
省
・
自
民
党
全
国
組
織

委
員
会
文
教
局
長
が
挨
拶
し
、
来
賓
各
位
の
紹

介
を
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
わ
れ
た
が
、
発
題
と
司
会

を
昨
年
に
引
き
つ
づ
き
、
石
村
耕
治
・
帝
京
大

学
講
師
が
行
い
、
発
題
者
と
し
て
本
年
は
新
た

　
日
本
宗
教
連
盟
（
理

事
長
・
阿
部
慶
昭
全
仏

理
事
長
）
主
催
の
第
二

回
「
宗
教
と
税
制
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
六
月

二
十
七
日
午
後
一
時
よ

り
、
増
上
寺
地
下
ホ
ー

ル
に
お
い
て
約
三
百
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
目
的
は
、
近
年
と
み

に
宗
教
界
で
問
題
と
な

っ
て
い
る
税
金
の
問
題

に
関
し
て
宗
教
界
が
自

ら
の
姿
勢
と
し
て
自
律

自
浄
の
精
神
を
発
揮
し

て
対
処
し
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
本

年
度
の
テ
ー
マ
は
「
源

　
　
　
　
　
こ
れ
は
宗

に
西
尾
祐
男
・
西
尾
会
計
事
務
所
長
（
税
理
士
）

が
加
わ
っ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
は
加
盟
団
体
よ
り
各

一
名
が
参
加
し
、
本
会
か
ら
は
長
谷
川
正
浩
．

懸
仏
顧
問
弁
護
士
が
出
席
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
簡
単

に
要
約
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
石
村

講
師
の
「
近
時
、
課
税
庁
が
源
泉
課
税
に
か
か

わ
る
（
税
務
調
査
）
手
続
き
を
通
じ
て
、
意
識

的
に
し
ろ
無
意
識
的
に
し
ろ
、
宗
教
法
人
の
本

来
の
活
動
に
介
入
す
る
事
例
も
報
告
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
∂
と
の
発
言
が
注
目
を

引
い
た
。
つ
ま
り
、
税
務
当
局
は
「
源
泉
徴
収
」

を
手
掛
り
に
し
て
宗
教
法
人
全
体
を
把
捉
し
よ

う
と
し
、
そ
の
こ
と
は
宗
教
法
人
側
か
ら
す
れ

ば
明
ら
か
に
政
教
分
離
・
信
仰
の
自
由
の
原
則

を
侵
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　
当
日
は
、
大
蔵
省
か
ら
も
係
官
が
出
席
し
た

が
、
こ
の
問
題
は
、
特
に
全
仏
や
神
社
の
関
係

者
に
と
っ
て
は
、
国
税
当
局
と
時
間
を
か
け
て

「
良
き
関
係
」
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
が
痛
感
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

・．

ﾜ
轟
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縮
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生
活
は
、
体
温
。

ゆとり、ふくらまそうね。中期国債ファンド

笑っていますか、大きな声で。持っています飢口ずさむ歌。いきいきエブリテ㍉。ぬくもりと、ゆとり。

大切な貯蓄も、そんな暮らしのためのものでありたいですね。いかがですカ、有利さで便利さで

いま注目の中期国債ファンド。毎月複利でふえつづけ、しかも出し入れが自由。みなさんの資

金も、上手に活かすなら、ひとまずは中期国債ファンドへ。夢カミゆとりがふくらみます。弾みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崇中期国債ファンドの設定・運用は、山一投信委託

預ける貯蓄から、ふやす貯蓄へ。
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昨
年
七
月
号
に
報
告
以
後
の
曹
洞
宗
の
具
体

的
取
組
み
に
つ
い
て
若
干
申
し
述
べ
ま
す
。

　
特
記
す
べ
き
は
、
昨
年
八
月
、
ア
フ
リ
カ
・

ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
の
第
四
回
世
界
宗
教
者
平
和

会
議
に
出
席
し
、
前
回
大
会
で
な
さ
れ
た
「
町

田
差
別
発
言
」
の
総
括
を
行
い
、
全
世
界
の
人

人
に
そ
の
誤
り
を
正
し
陳
謝
し
た
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
「
ナ
イ
ロ
ビ
宣
言
」
等
に
日

本
の
「
部
落
差
別
」
の
問
題
が
記
述
さ
れ
る
な

ど
、
一
定
の
前
進
が
見
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

自
ら
の
認
識
の
足
ら
ざ
る
に
よ
る
と
は
い
え
、

こ
の
間
に
お
・
け
る
、
仏
教
界
の
方
々
の
理
解
あ

る
ご
同
行
に
対
し
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
．
次
に
諸
差
別
事
象
の
改
正
作
業
に
つ
い
て

一、

ｷ
別
書
籍
の
回
収

　
『
禅
門
曹
洞
法
語
全
集
　
坤
』
他
三
冊
の
回

収
を
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
呼
び
か
け
て
お
り
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
未
だ
完
全
回
収
に
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
特
に
『
洞
上
室
内
切
紙
参
話
研

究
並
秘
録
』
は
四
二
％
の
低
回
収
率
で
、
そ
の

原
因
の
究
明
や
、
今
後
の
、
こ
れ
に
対
す
る
啓

蒙
・
啓
発
等
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。二
、
差
別
戒
名
過
去
帳
並
び
に
墓
石
の
改
正

　
昭
和
五
十
七
年
に
実
施
し
た
第
一
次
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
昨
五
十
九
年
度
よ
り
第

二
次
調
査
を
実
施
中
で
す
が
、
こ
の
一
年
余
に

し
て
漸
く
軌
道
に
の
り
は
じ
め
た
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
も
と
よ
り
寺
院
や
檀
信
徒
を

啓
発
し
、
改
正
作
業
の
促
進
ま
た
は
適
正
な
改

正
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
点
検
を
含
む
、

進
捗
状
況
の
把
握
な
ど
、
差
別
事
象
の
解
消
と
、

後
日
の
た
め
差
別
事
象
の
正
確
か
つ
詳
細
な
記

録
の
作
成
を
伴
う
も
の
で
す
。
過
去
帳
の
改
正

は
、
遅
速
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
当
該
寺
院
に

進
め
て
貰
っ
て
お
り
ま
す
。

　
差
別
戒
名
彫
琢
墓
石
の
改
正
は
、
こ
れ
を
早

急
に
進
め
る
べ
く
、
所
有
者
で
あ
る
檀
信
徒
に

住
職
が
働
き
か
け
を
す
る
よ
う
指
導
し
、
時
に

は
地
域
的
な
協
力
体
制
を
頂
き
つ
つ
、
宗
門
の

最
重
要
課
題
と
し
て
と
り
く
ん
で
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
問
題
と
し
て
、
他
宗
寺
院
を
含

む
複
数
寺
院
檀
信
徒
共
有
の
墓
地
に
お
け
る
改

正
は
、
相
互
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
が
、

共
同
墓
地
の
場
合
、
差
別
戒
名
彫
琢
墓
碑
を
所

と
に
啓
発
し
、
そ
の
徹
底
を
図
っ
て
お
り
ま
す
コ

ま
た
、
全
寺
院
に
対
す
る
「
過
去
帳
」
閲
覧
禁

止
の
通
達
、
身
元
調
査
お
断
り
ポ
ス
タ
ー
の
配

布
等
も
既
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
未
だ
全
寺
院
に
徹
底
方

が
為
さ
れ
な
く
、
一
層
の
深
い
取
り
く
み
が
要

請
さ
れ
ま
す
。

四
、
宗
内
差
別
事
象
の
自
主
点
検

　
曹
洞
宗
宗
務
庁
発
行
の
『
曹
洞
宗
行
持
軌
範
』

『
曹
洞
宗
宗
制
』
及
び
「
業
・
因
果
論
」
に
関

わ
る
も
の
、
ま
た
寺
院
で
出
し
て
い
る
「
お
札
」

「
お
守
り
」
類
、
そ
の
他
、
庁
内
外
の
各
種
出

版
物
の
自
主
点
検
及
び
そ
の
改
正
に
つ
い
て
、

　
　
　
そ
の
後
の
教
団
と
同
和
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
井

有
す
る
各
愚
子
に
、
共
通
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く

こ
と
が
課
題
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
並
行
す
る
差
別
戒
名
の
追
善

法
要
は
、
両
大
本
山
（
永
平
寺
・
総
持
寺
）
の

年
間
行
持
と
し
て
、
死
後
も
差
別
さ
れ
た
被
差

別
部
落
の
方
々
の
霊
前
に
共
々
供
養
の
誠
を
捧

げ
る
と
共
に
、
本
山
修
行
僧
に
人
権
教
育
を
施

し
、
併
せ
て
毎
年
、
人
権
擁
護
・
反
差
別
の
誓

い
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

三
、
身
元
調
査
の
拒
否

　
宗
門
内
で
の
聞
き
取
り
に
よ
り
ま
す
と
、
殆

ど
の
寺
院
が
問
い
合
せ
を
経
験
し
て
お
り
、
寺

院
が
利
用
さ
れ
易
い
こ
と
か
ら
、
機
会
あ
る
ご

恭
彦
（
離
仏
前
瀾
和
委
瓠
）

時
に
は
専
門
委
貝
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
け
る
な
ど
、
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
点
検
は
、
部
落
差
別
の
み
な
ら
ず
、
広
く
他

の
人
権
問
題
を
視
野
に
い
れ
た
も
の
で
す
。
な

お
作
業
に
当
っ
て
は
、
迂
遠
な
よ
う
で
も
差
別

を
見
抜
く
目
を
養
う
た
め
、
庁
内
職
員
の
研
修

と
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

五
、
人
権
学
習
・
同
和
研
修
の
実
施

　
当
初
か
ら
あ
ら
ゆ
る
研
修
会
に
学
習
時
間
を

設
定
す
る
こ
と
は
勿
論
、
そ
の
た
め
の
補
助
金

等
も
支
給
す
る
と
共
に
、
各
種
集
会
に
も
人
権

学
習
を
極
力
組
み
入
れ
る
よ
う
指
導
し
て
お
り

ま
す
。

．
・
曝
「
・

　
地
方
に
お
け
る
宗
務
所
や
教
区
研
修
会
の
企

画
、
実
施
に
は
、
当
該
宗
務
所
の
人
権
擁
護
推

進
貝
が
中
心
と
な
っ
て
こ
れ
に
当
り
、
宗
務
庁

と
し
て
は
年
度
方
針
に
よ
る
研
修
資
料
（
「
禅
門

小
僧
訓
」
「
切
紙
資
料
」
等
を
使
用
）
の
作
成
を

は
じ
め
、
曹
洞
宗
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
差
別
と
人

権
」
シ
リ
ー
ズ
・
「
宗
教
と
差
別
」
シ
リ
ー
ズ

等
を
配
布
し
、
こ
の
研
修
の
用
に
供
し
て
お
り

ま
す
。

六
、
そ
の
他

　
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
早
期
批
准
を
求
め
る

等
の
署
名
運
動
に
は
、
そ
の
都
度
宗
内
全
寺
院

・
檀
信
徒
に
呼
び
掛
け
、
こ
れ
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定
に
向
け

て
も
同
宗
連
加
盟
教
団
と
し
て
連
帯
し
行
動
し

て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
曹
洞
宗
の
人
権
擁
護
、
部
落
差
別
問

題
に
対
す
る
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
が
、
そ
の
基
本
的
認
識
と
し
て
は
、
立

面
の
原
点
で
あ
る
仏
祖
の
慈
訓
「
悉
有
仏
性
・

人
類
平
等
」
の
教
え
に
立
ち
帰
る
た
め
、
こ
の

問
題
は
決
し
て
避
け
て
通
り
得
な
い
課
題
で
あ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
今
な
お
こ
の
問
題
を
他
人
事

と
し
か
考
え
て
い
な
い
人
、
ま
た
「
差
別
は
無

く
な
ら
な
い
」
と
居
直
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な

人
も
見
受
け
ら
れ
残
念
な
が
ら
全
宗
門
的
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
冒
頭
に
述
べ
た
、
町
田
発
言
の
総
括
は
、
曹

洞
宗
の
人
権
擁
護
・
反
差
別
取
り
組
み
の
終
点

で
は
な
く
、
正
に
出
発
点
で
あ
る
と
確
認
し
て

お
り
ま
す
。
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葬
儀
屋
仏
教

　
最
近
の
葬
式
は
、
映
画
「
お
葬
式
」
に
見

る
よ
う
に
、
葬
儀
屋
主
導
型
の
葬
儀
で
あ
る
。

　
例
え
ば
故
人
の
徳
を
讃
え
る
「
歎
徳
文
」

に
し
て
も
、
大
導
師
が
、
そ
れ
を
読
む
前
に
、

す
で
に
女
性
の
ナ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
、
わ

か
り
や
す
く
亡
き
人
の
故
事
来
歴
が
語
ら
れ
、

僧
侶
が
会
場
に
入
っ
て
く
る
前
に
、
遺
族
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

繋
朧
朧

㈹
難
　

繋
朧
朧

　
三
界
の
大
導
師
た
る
や
、

の
状
態
で
あ
る
。

　
僧
職
の
中
に
は
、
葬
儀
屋
さ
ん
が
、
司
会

と
ナ
レ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
く
れ
る
の
で
、
歎

徳
文
な
ど
書
か
な
い
で
、
た
す
か
る
と
い
う

御
仁
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
ど
う
し
た
こ
と
か
！

　
戦
後
、
寺
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
葬
式

仏
教
だ
」
と
非
難
さ
れ
た
時
、
日
本
仏
教
史

の
大
家
で
あ
っ
た
圭
感
冒
成
先
生
が
『
葬
式

す
で
に
白
い
ノ
ン
カ
チ
を
目
に
当

て
て
い
る
。

　
大
導
師
が
、
霊
前
に
進
み
出
て

歎
徳
文
を
奉
上
す
る
頃
に
は
、
す

で
に
遺
族
の
気
持
は
落
着
い
て
い

て
、
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
、
む
つ
か

し
い
漢
文
調
の
文
章
を
、
白
ら
け

た
様
子
で
聞
い
て
い
る
。

　
型
通
り
の
弔
辞
が
数
本
あ
っ
て
、

式
衆
退
場
に
な
る
頃
に
、
ま
た
、

女
性
の
ナ
レ
ー
タ
ー
の
声
が
聞
こ

え
て
来
て
、
葬
儀
屋
さ
ん
が
、
立

派
な
御
挨
拶
を
な
さ
っ
て
、
無
事

お
さ
め
て
幕
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
に
形
な
し

仏
教
』
と
い
う
本
を
書
い
て
「
葬
式
仏
教
で

良
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
頑
張
っ
て
い
た
だ
い

た
が
、
も
は
や
「
葬
式
仏
教
」
に
も
徹
し
き

れ
ず
、
前
線
を
後
退
し
つ
つ
あ
る
状
態
で
あ

る
。　
葬
送
儀
礼
と
い
う
も
の
は
、
か
つ
て
は
厳

粛
な
儀
式
で
あ
っ
て
、
鎮
魂
の
た
め
の
美
し

い
習
俗
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

　
「
野
辺
の
送
り
」
な
ど
の
葬
列
は
、
悲
し

く
も
美
し
い
習
俗
で
あ
り
、
地
方
で
は
、
昔

な
が
ら
に
行
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
今
ま

で
述
べ
た
の
は
、
都
会
の
堕
落
し
た
葬
儀
の

姿
で
あ
る
と
も
非
難
さ
れ
よ
う
。

　
地
区
単
位
の
仏
教
会
も
、
懇
親
会
や
税
金

対
策
の
た
め
の
講
習
会
ば
か
り
で
な
く
、
こ

の
際
、
宗
派
を
超
え
て
、
”
葬
儀
屋
仏
教
”
に

つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
地
区
単
位
の
斎
場
を
設
営
す
る
な
ど
し
て
・

積
極
的
に
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
．
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
終
始
、
遺
族
の
身
に
な
っ
て

考
え
て
く
れ
る
の
は
、
葬
儀
屋
さ
ん
で
あ
っ

て
、
新
し
い
知
識
を
得
よ
う
と
講
習
会
な
ど

を
開
い
て
、
彼
等
は
勉
強
し
て
い
る
。
昔
な

が
ら
に
、
き
れ
い
ご
と
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か

い
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
僧
職
の
方
で
は
な

い
の
か
。
心
の
こ
も
っ
た
葬
送
儀
礼
を
主
催

す
る
心
構
え
が
、
こ
の
際
、
是
非
と
も
必
要

な
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
・
望
月
良
晃
）

㊥㊥㊥㊥㊥

　
　
『
こ
と
ば
の
花
束
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
文
庫
編
集
部
編

　
岩
波
文
庫
の
名
著
名
作
の
中
か
ら
、
心
ひ
か

れ
る
こ
と
ば
三
六
五
句
を
厳
選
し
て
編
ん
だ
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
無
限
の
豊
さ
を
秘
め
た
古
典
の

宝
庫
へ
分
け
入
る
水
先
案
内
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
波
文
庫
・
三
〇
〇
円
）

　
　
7
構
い
”
の
存
在
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
永
幸
子
著

　
著
者
は
、
高
校
二
年
の
と
き
ム
チ
ウ
チ
症
と

な
り
障
害
者
と
な
っ
て
、
大
学
・
大
学
院
で
社

会
福
祉
を
学
ぶ
。
そ
こ
で
福
祉
は
病
む
者
を

「
対
象
者
」
と
し
て
し
か
み
て
い
な
い
こ
と
を
知

り
、
ま
た
亡
い
が
自
己
の
存
在
そ
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
自
覚
に
い
た
る
。
そ
れ
を
修
士
論
文

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
が
、
現

代
の
人
間
回
復
の
視
点
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
地
墨
社
・
一
六
〇
〇
円
）

　
　
『
医
療
の
た
め
の
人
血
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
健
三
郎
監
修

　
本
書
は
産
業
医
科
大
学
総
合
人
間
学
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
小
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
、
医
療

現
場
や
医
学
教
育
の
た
め
に
人
間
を
知
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
が
、
第
三
章
の
「
死
の

臨
床
」
で
は
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ァ
ー
寺
住
職
古
川
泰

龍
師
を
中
心
に
死
の
み
と
り
に
つ
い
て
と
り
あ

げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
地
湧
社
・
一
六
〇
〇
円
）

　
　
『
虜
囚
歌
ー
プ
ラ
ハ
に
お
け
る

刀
口

窃㊥窃⑨窃

　
　
　
　
　
強
制
収
容
中
に
よ
む
一
』

　
　
　
　
　
　
北
山
淳
友
著
・
北
山
宏
明
編

　
薄
幸
に
し
て
留
学
中
戦
禍
の
た
め
プ
ラ
ハ
に

客
死
し
た
孤
高
の
仏
教
哲
学
者
北
山
淳
友
博
士

が
、
晩
年
獄
中
で
詠
ん
だ
和
歌
、
詩
藻
の
隠
隠

〇
〇
首
余
を
、
実
弟
宏
明
師
（
増
上
寺
財
務
部

長
・
教
念
寺
住
職
）
が
ま
と
め
て
上
梓
し
た
も

の
。
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
強
制
収
容
さ
れ
、
監
獄

を
転
々
と
し
な
が
ら
労
務
に
服
し
た
仏
教
学
者

の
腸
を
断
つ
悲
痛
な
叫
び
が
、
一
読
胸
を
打
つ
。

（
北
山
淳
友
遺
稿
出
版
後
援
会
・
一
〇
〇
〇
円
）

　
『
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て
一
人
権
擁

護
関
係
資
料
』
門
信
徒
会
・
同
朋
運
動
本
部
編

（
本
願
寺
出
版
部
・
八
○
○
円
）
、
『
仏
教
が
カ

ト
リ
ッ
ク
伝
道
か
ら
学
ぶ
こ
と
』
仏
教
伝
道
協

会
実
践
布
教
友
の
会
編
（
仏
教
伝
道
協
会
・
一

五
〇
〇
円
）
、
『
ア
ジ
ア
の
民
芸
』
N
H
K
取
材

班
編
（
日
本
放
送
出
版
協
会
・
九
〇
〇
円
）
、

『
西
遊
記
の
秘
密
』
中
野
美
代
子
著
（
福
武
書

店
・
一
入
○
○
円
）
、
『
長
い
午
後
』
早
瀬
圭
一

著
（
毎
日
新
聞
社
・
九
八
○
円
）
、
『
ホ
ー
ン
プ

ロ
ワ
ー
』
十
二
巻
・
セ
シ
ル
・
ス
コ
ッ
ト
・
フ

ォ
レ
ス
タ
ー
著
（
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
・
各
藩
〇
〇

円
前
後
）

　
　
文
化
専
門
委
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
宝
田
正
道
、
中
野
東
禅
、
阿
純
孝
、
榊
原
帰

逸
、
島
田
喜
久
子
、
福
島
光
信
－
推
薦
一
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第
五
回
同
和
研
修
会
は
、
「
仏
教
徒
の
行

動
一
計
ら
の
部
落
差
別
の
事
実
に
せ
ま
る
一
」

を
テ
ー
マ
に
、
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
尚
、
今
回
は
、
「
差
別
問
題
と
業
論
に

つ
い
て
」
と
い
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

　
昭
和
六
十
年
九
月
十
二
日
㈱
～
十
三
日
㈹

会
場

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
「
門
徒
会
館
」

九
月
十
割

ー
十
三
日

パ
ネ
ラ
ー

　
小
森
龍
邦
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
書

　
　
　
　
　
記
長
）

　
瓜
生
津
隆
真
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
同
朋

　
　
　
　
　
　
運
動
本
部
本
部
委
貝
）

　
久
堀
弘
義
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
同
朋
運

　
　
　
　
　
動
本
部
専
門
委
員
）

　
児
玉
暁
洋
（
真
宗
大
谷
派
大
谷
専
修
学
院

　
　
　
　
　
指
導
下
教
学
研
究
所
所
長
）

　
　
　
　
　
　
　
1
順
不
同
・
敬
称
略
1

翻
第
十
入
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
、
左
記

の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
　
「
愛
－
現
代
人
の
忘
れ
て
い

　
　
　
　
　
る
も
の
一
」

　
日
　
　
時
　
昭
和
六
十
年
十
月
三
日
置
木
）

　
会
　
　
場
　
横
浜
国
際
ホ
テ
ル

　
基
調
講
演
　
中
村
　
元
（
東
方
学
院
長
）

　
パ
ネ
ラ
ー
　
寺
内
大
吉
（
作
家
）

総
合
司
会

公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

秋
山
達
子
（
駒
沢
大
講
師
）

花
山
勝
友
（
武
蔵
野
女
子
大

　
　
　
　
　
教
授
）

石
上
善
慮
（
大
正
大
教
授
）

峰
島
旭
雄
（
早
稲
田
大
教
授
）

武
藤
義
一
（
埼
玉
工
大
学
長
）

　
　
一
順
不
同
・
敬
称
略
1

時
ま
で
、
浄
土
宗
東
京
教
区
青
年
会
・
浄
土
宗

城
西
組
青
年
会
の
主
催
に
よ
り
、
青
山
善
光
寺

に
て
写
仏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
講
師
は
石
上

善
慮
・
大
正
大
教
授
で
す
。
お
問
合
せ
は
文
化

書
院
〈
〇
三
－
二
六
一
1
0
四
七
九
〉
高
橋
ま

で
。国

際
部
長

国
際
部
長

組
織
部
長

文
化
部
長

局
内
人
事
1
1

　
田
代
総
論
　
7
・
2
6
　
退
任

　
杜
多
茂
夫
　
　
〃
　
　
異
動

　
斎
藤
明
聖
　
　
〃
　
　
異
動

　
川
田
聖
成
　
　
〃
　
新
任

　
　
5
じ
監
融
D
直
「
p
B
B
糖
夢
b
蔭
彦
診
彦
B
D
じ
｝
じ
．

　
　
◇
訂
　
正
◇

　
本
誌
七
月
号
三
頁
の
ハ
ワ
イ
大
会
の
記
事
中
、

〈
寺
田
義
潤
師
〉
を
〈
寺
田
義
淳
師
〉
に
、
ま

た
、
十
頁
の
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
の
電
話
番

号
を
〈
〇
四
五
－
五
八
一
－
六
〇
二
一
〉
に
各

々
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
蚕
望
務

▽
七
月
△

四三一
日日日

　
　
五
日

　
　
九
日

　
　
十
日

　
＋
一
日

　
十
八
日

二
十
二
日

二
＋
四
日

二
十
五
日

二
＋
六
日

▽
八
月
△

　
　
五
日

　
　
七
日

　
　
八
日

　
十
九
日

　
二
＋
日

二
十
二
日

二
＋
七
日

　
三
＋
日

曹
洞
宗
被
差
別
戒
名
物
故
者
法
要

局
内
会
議

都
民
お
盆
ま
つ
り
出
席

千
葉
県
仏
理
事
会
出
席

同
和
委
員
会

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
岡
山
）

日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
総
会
出
席

法
律
相
談
室

基
本
法
制
定
中
央
集
会
出
席

全
仏
大
会
幹
事
会

局
内
会
議

全
仏
改
革
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

平
林
宥
高
師
本
葬
参
列

日
蓮
宗
宗
務
総
長
祝
賀
会
出
席

法
律
相
談
室

同
対
審
答
申
2
0
周
年
記
念
大
会
出
席

局
内
会
議

法
律
相
談
室

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

日
宗
連
幹
事
会

バ
ン
グ
ラ
デ
ュ
ッ
シ
ュ

　
　
　
義
援
金
に
御
協
力
を

　
本
年
五
月
に
バ
ン
グ
ラ
デ
ュ
ッ
シ
ュ
で
発
生

し
た
災
害
に
対
し
、
本
会
で
も
募
金
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
現
地
の
仏
教
系
孤
児
院
で
は

昭
和
六
十
年
九
月
一
日
発
行

衣
食
住
す
べ
て
に
困
窮
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
義
援
金
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
義
援
金
は
現
金
書
留
に
て
全
仏
国
薗
部
ま
で

お
送
り
下
さ
い
。

　
　
写
仏
会
の
お
知
ら
せ

　
来
る
九
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
四

発
行
人
　
矢
　
萩
　
信
　
顕

　
松
井
日
宏
師

　
六
月
二
十
九
日
、
九
十
一
歳
で
遷
化
。
法
華

宗
本
門
流
元
管
長
、
大
本
山
本
能
寺
第
百
二
十

七
世
貫
首
。

　
平
林
宥
高
師
（
全
仏
元
副
会
長
）

　
七
月
二
日
、
八
十
三
歳
で
遷
化
。
真
言
宗
豊

山
派
元
管
長
、
総
本
山
長
谷
寺
第
七
十
四
世
化

主
、
真
言
宗
長
者
、
大
正
大
学
元
理
事
長
。
昭

和
四
十
四
年
五
月
か
ら
二
年
半
、
全
層
副
会
長

オ
ド
人

日
　
－
q
ル
7

ム

質

に
つ
か
れ
た
。

　
太
田
淳
昭
師
（
全
仏
元
理
事
長
）

　
八
月
四
日
、
入
十
一
歳
で
遷
化
。
浄
土
真
宗

本
願
寺
重
重
総
長
。
昭
和
三
十
二
年
九
月
か
ら

二
年
間
、
四
仏
事
務
総
長
。
三
十
四
年
九
月
か

ら
二
年
間
と
四
十
八
年
十
一
月
か
ら
翌
年
六
月

ま
で
の
二
回
、
全
仏
理
事
長
を
歴
任
し
た
。

村
上
慈
海
師

・
八
月
十
二
日
、
八
十
三
歳
で
遷
化
。
臨
済
宗

相
国
寺
軸
元
宗
務
総
長
。
同
派
鹿
苑
寺
（
金
閣

寺
）
住
職
。
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